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• 川崎市・多摩区の災害リスク
• 川崎市地震被害想定
• 川崎市洪水ハザードマップ

• 登戸駅から向ヶ丘遊園駅一体は、浸水深3.0m（２階床下）
• 生田キャンパス周辺を含めて多数の土砂災害特別警戒区域

• 災害の備え
• 内閣府政府広報室（2022）「防災に関する世論調査」

• 防災訓練に積極的に参加している人は全国で8-9％程度
• 避難場所・避難経路を決めていない人は65％
• 食糧・飲料水などを準備していない人は60％

• ICTや新たなテクノロジーを活用した災害対応の模索
• 内閣府（防災担当）（2020）「防災×テクノロジー」タスク
フォース取りまとめ
• 災害情報の提供や被害状況の把握
• 被災者支援手続きのデジタル化
• 避難や食料などの災害支援サービス



川崎市洪水ハザードマップ（多摩区）



専修大学生田キャンパス周辺



事業の目的

• 防災まちづくりを効率的、効果的に進めるためのデジ
タル活用方策とは何か︖政府や官民会議でも検討が進
められているが、その具体は未だ明らかではない

• ネットワーク情報学部の多様な分野の研究者が共同し、
デジタル技術を活用した新たな防災まちづくり手法を
開発
• 川崎市多摩区を対象とした防災DXの社会実験
• 2024年度からスタートするネットワーク情報学部
の新たな教育研究プログラム「ラボ」（学部2〜4年
生が参加する研究室）のキックオフ事業
→委託期間終了後も地域や企業と連携した持続的な

取り組みにすることを狙う



現在のネットワーク情報学部の演習・プロジェクトを中心にした学修の課題
・年次ごとに区切られており直接の連続性を持っていない
・1つのテーマに長く取り組むことに対応していない
ラボという新しい学修プラットフォーム
・理工系の研究室、人文社会系のゼミ、学生のサークル活動が合わさったようなイメージ
・それぞれが継続したテーマを持ち、2年次から４年次の学生が自由に参加できる仕組み



専修大学ネットワーク情報学部 SDGsスクール構想
SENSHU SDGs School of Network and Information
５つのラボを連携して地域課題に取り組む仕組みづくり

専修大学×持続可能な開発目標
（SDGs）への学部をあげた取組みとなる

明治大学
日本女子大学
川崎市役所
多摩区役所
富士通
小田急等

⽣ ⽥データサイエンスヒルズ構想

NEデータサイエンスプログラム

サーキュラーデザインラボ

Fablab

無⼈ コンビニラボ

まちづく り DXラボCS企画運営

移動式万葉植物園

再⽣チーム

防災連携チーム

防災備蓄

災害時炊き出し

RESASコンテスト施設と技術の公開・ 共有

循環社会のコーディ ネート

イノ ベーショ ン



提案事業の内容

① 多摩区の逃げ地図のデジタルデータの作成と避難
訓練

② RFIDを用いた災害備蓄方法の構築と実証

③ 備蓄と農作物を利用した災害食レシピの考案と炊
き出し訓練

＜生田キャンパスで近隣住民を招いた防災DX社会実験＞



防 災 D X デ イ
令和6年度多摩区大学・地域連携事業

日時：2024年10月12日土 11-15時
場所：生田キャンパス10&2号館







提案事業の内容
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② RFIDを用いた災害備蓄方法の構築と実証

③ 備蓄と農作物を利用した災害食レシピの考案と炊
き出し訓練

＜生田キャンパスで近隣住民を招いた防災DX社会実験＞



○従来の「逃げ地図」（RISTEXホームページより）

○「逃げ地図」DX化に向けて 【まちづくりDXラボ＋慶應SFC中山先生】

（中山先生より提供）
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逃げ地図をデジタルに
作った逃げ地図をアーカイブして、参加してない人にも伝えたい

年齢や地形を考慮した「逃げ地図」

地域で避難にどれくらい時間がかかるのか計算
70歳

時間(分)24分 21分 18分 15分 12分 9分 6分 3分

70代距離(m)1349 1181 1012 843 675 506 337 169
20代距離(m)1926 1685 1444 1204 963 722 481 241
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多摩区住民の年代ごとの避難時間の計算

20代

10代

30代

40代

60代

50代

70代

80代以上

-20000.0 -15000.0 -10000.0 -5000.0 0.0 0.0 5000.0 10000.0 15000.0 20000.0

0代

男女

• 9分以内に75%、12分以内に91%、15分以内に98%の住民が避難可能
→本当か︖



歩行データの収集
対象者

60名の大学生を対象（男45名，女10名，不明

5名）

測定方法

• 普段の歩行速度を反映させるため，周囲

の人を気にせず自然な速度で歩行するよ

う指示

• GPSロガーアプリ「ZweiteGPS」を使用し，

歩行中の位置情報を5秒ごとに記録

• スタート地点で記録開始ボタンを押し，ゴ

ール地点で記録を停止

• 正門到着後，一時停止ボタンを押して計

測終了し，データをエクスポート



少し下り坂

急な上り坂

標高断面図

・縦軸は標高、横軸は距離

・標準誤差は極めて小さい

・0-300mになだらかな上り坂、400-800mに少し急な傾斜

・300-400mに下り坂

・800m-1000mに勾配20%程度の急傾斜



勾配図

・「Steep Down（きつい下り坂）」

・「Down（下り坂）」

・「Flat（平坦）」

・「Up（上り坂）」

・「Steep Up（きつい上り坂）」

：5%以上の勾配

：2~5%の勾配

：-2%~2%の勾配

：-5%~-2%の勾配

：-5%以下の勾配



男女別歩行速度

・男女10名ずつ（計20名）のデータを抽出

・出発地点から800mあたりまで男性1.6m/s、女性1.4m/s程度

・急斜面で大幅な減速をし男性1.2m/s、女性0.9m/s程度に低下



下り坂の歩行速度

・男性は下り坂で速度上昇

・女性はあまり変化なし

女性男性



今後の展望

・多様な対象者のデータ収集

・年代を広げて、よりサンプル数を増やしたい

・ルートを指定しない多様な歩行ログの取得と分析

・既存アプリの利用／市と共同した地図アプリの開発

・逃げ地図アプリだけでは使ってくれない？

・生田緑地グリーンアドベンチャー

・街の記憶AR、、、

・坂道や距離、属性等を考慮した歩行速度計測モデルの開発



提案事業の内容
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訓練

② RFIDを用いた災害備蓄方法の構築と実証

③ 備蓄と農作物を利用した災害食レシピの考案と炊
き出し訓練

＜生田キャンパスで近隣住民を招いた防災DX社会実験＞



NFCカード・リーダーを用いた情報管理システム開発





受付 退出 ポールウォーク 災害食 ワークショップ
午前の部

・・・
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メニュー考案の前提条件

• 一般的に備蓄されているアルファ米を用いる

• 災害時にも必要な栄養が摂取できるようにする

• 学生でも手軽に作れる簡単なレシピとする

• 今までの災害食よりも美味しいものにする

• C i r c u l a r D e s i g n ラボで栽培している野菜
（大根、にんじん、トマトなど）を用いる





実際の作成の様子



栄養摂取基準と今回の計算目安
年齢＼
栄養素

推定エネルギー必要
量

（kcal/日）

たんぱく質
（ｇ/日）

ビタミンＢ１
（mｇ/日）

ビタミンＢ２
（mｇ/日）

ビタミンＣ
（mｇ/日）

ナトリウム（食塩
相当量）
（ｇ/日）

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
1-2 950 900 20.00 20.00 0.43 0.41 0.48 0.45 35 35
3-5 1300 1250 25.00 25.00 0.59 0.56 0.65 0.63 40 40
6-7 1450 1350 30.00 30.00 0.65 0.61 0.73 0.68 50 50
8-9 1725 1600 40.00 40.00 0.78 0.72 0.86 0.80 60 60
10-11 2100 1975 45.00 50.00 0.95 0.89 1.05 0.99 70 70
12-14 2450 2275 60.00 55.00 1.10 1.02 1.23 1.14 85 85
15-17 2650 2175 65.00 55.00 1.19 0.98 1.33 1.09 85 85
18-29 2475 1850 65.00 50.00 1.11 0.83 1.24 0.93 85 85 7.50 6.50
30-49 2500 1900 65.00 50.00 1.13 0.86 1.25 0.95 85 85 7.50 6.50
50-64 2400 1800 65.00 50.00 1.08 0.81 1.20 0.90 85 85 7.50 6.50
65-74 2225 1700 60.00 50.00 1.00 0.77 1.11 0.85 80 80 7.50 6.50
75以上 1950 1525 60.00 50.00 0.88 0.69 0.98 0.76 80 80 7.50 6.50
年齢不詳 2266 1750 59.91 48.66 1.02 0.79 1.13 0.88 80 80 7.50 6.50

年齢＼
栄養素

推定エネルギー必
要量

（kcal/日）

たんぱく質
（ｇ/日）

ビタミンＢ１
（mｇ/日）

ビタミンＢ２
（mｇ/日）

ビタミンＣ
（mｇ/日）

ナトリウム（食
塩相当量）
（ｇ/日）

男性と女性の平均
30-49の
夕食分 792 20.7 0.36 0.395 30.6 2.52

男性30-49歳2500kcal÷3の833kcalを900kcalとして配分
便宜上、男性と女性の平均値を計算目安とした





災害食メニューの食材と量を用意された食品リストから選択
手入力分の栄養値はカロリーslim（https://calorie.slism.jp/）を利用

g エネルギー タンパク質 ビタミンB1 ビタミンB2 ビタミンC 食塩

https://calorie.slism.jp/


設定した栄養摂取基準目安を100として
考案レシピの栄養価を評価すると、、、

*佐々木裕子（2012）「東日本大震災時の避難所における栄養・食生活状況と管理栄養士としての支援について」仙台白百合女子大学紀要より



まちづくりDXラボ 取り組もうと考えていること

• 遊園、登戸、生田緑地周辺をフィールドとする

• デジタル技術を用いてデータを蓄積・活用できる仕組みを

• キャンパスとまちがつながり、互いに学びあい、時に助け合
うかけがえのない地域へ

• 取り組んでみたいこと案（2024年度取り組んだもの）

• システム：アプリ開発、センサー、ドローン、、、

• デザイン：グラフィックデザイン、Fablab、、、

• 安全安心：防災、温暖化、犯罪、、、

• グリーン：緑地、植物、クラフトビール、、、

• ネットワーク：企業連携、地域連携、国際交流、、、

• アーカイブ：まちの記憶、デジタルアーカイブ、、、



https://www.instagr
am.com/stories/hig
hlights/1807606336
0679377/

https://www.instagr


まちづくりDXラボ 2025年プロジェクト企画



https://www.city.kawasaki.jp/530/cmsfiles/contents/0000171/171307/dai2kai_shiryou1.pdf

川崎市役所、株式会社サトーとの連携を進めてます

https://www.city.kawasaki.jp/530/cmsfiles/contents/0000171/171307/dai2kai_shiryou1.pdf


まちづくりDXラボ 今年も続けていきます

2025年度も、

• テーマ実習（月２） ２ー４年生

• プロジェクト（水２・金２）３年生

２つの演習をゆるやかに連携しながら、進めていきます。

第２回防災DXデイはまち中で開催する予定です！

（2026年2月予定）

https://www.instagram.com/senshu_sato_lab/

https://www.instagram.com/senshu_sato_lab/

